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四
八
〇
〇
名
を
超
え
る
参

加
！
　
第
五
九
回
全
国
学

童
保
育
研
究
集
会

　

こ
の
た
び
の
第
五
九
回
全
国
学
童
保
育

研
究
集
会
（
以
下
、
全
国
研
。
主
催
＝
全

国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
〔
以
下
、
全
国

連
協
〕・
岡
山
県
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
）

は
、
五
年
ぶ
り
に
開
催
地
に
会
場
を
設
け

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
会
は
、
二
〇
二
四
年
一
一
月
一
六

日
、
倉
敷
市
民
会
館
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

に
約
一
六
〇
〇
名
が
集
う
と
と
も
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

　

岡
山
県
内
の
学
童
保
育
に
通
う
子
ど
も

た
ち
に
よ
る
歓
迎
行
事
、
こ
ど
も
家
庭
庁

成
育
局
成
育
環
境
課
課
長
補
佐
・
倉
敷
市

長
・
岡
山
県
子
ど
も
・
福
祉
部
長
に
よ
る

来
賓
あ
い
さ
つ
、
石
川
県
の
元
指
導
員
・

大
分
県
日
田
市
の
指
導
員
・
岡
山
県
津
山

市
の
保
護
者
に
よ
る
特
別
報
告
、
全
国
連

協
会
長
に
よ
る
基
調
報
告
、『
日
本
の
学

童
ほ
い
く
』
普
及
拡
大
ア
ピ
ー
ル
、
神
戸

大
学
の
川
地
亜
弥
子
先
生
に
よ
る
「
子

ど
も
も
大
人
も
育
つ
学
童
保
育—

思

い
っ
き
り
あ
そ
び
、
人
生
の
土
台
を
つ
く

る—

」
と
題
し
た
記
念
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

翌
一
七
日
は
「
全
国
研
な
ら
で
は
」
の

魅
力
の
一
つ
で
あ
る
多
様
な
テ
ー
マ
の
分

科
会
を
実
施
し
、
四
三
テ
ー
マ
の
う
ち

二
七
テ
ー
マ
の
分
科
会
を
川
崎
医
療
福
祉

大
学
（
岡
山
県
倉
敷
市
）
で
行
い
、
一
六

テ
ー
マ
の
分
科
会
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い

ま
し
た
。

　

両
日
あ
わ
せ
て
、
全
国
各
地
か
ら

四
八
〇
〇
名
を
超
え
る
人
々
が
参
加
し
、

大
い
に
学
び
、
語
り
あ
っ
た
第
五
九
回
全

国
研
。
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
岡
山
県
の

保
護
者
と
指
導
員
の
方
々
が
、
一
年
以
上

を
か
け
て
準
備
を
し
、
当
日
も
運
営
に
携

わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
各
地
の
学
童

固
有
の
知
識
や
技
能
が
あ
る
こ
と
を
国
が

認
め
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
も
の
の
、

現
行
の
三
人
体
制
（
常
勤
一
人
・
非
常
勤

二
人
）
を
想
定
し
た
人
件
費
で
は
、
有
資

格
者
を
安
定
し
て
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。「
放
課
後
児
童
支
援
員
」
の
資

格
を
有
す
る
者
を
「
支
援
の
単
位
」
ご
と

に
開
所
し
て
い
る
時
間
を
通
じ
て
原
則
二

名
以
上
配
置
す
る
た
め
に
は
、
本
来
な
ら

「
支
援
の
単
位
」
ご
と
に
常
勤
職
員
を
二

人
以
上
配
置
す
る
た
め
の
補
助
金
増
額
が

必
要
で
し
た
。

　

ま
た
、
国
は
今
回
の
「
常
勤
職
員
配
置

の
改
善
」
の
目
的
を
、「
同
じ
放
課
後
児

童
支
援
員
が
継
続
的
に
育
成
支
援
に
あ
た

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
利
用
す
る
子
ど
も
の

生
活
の
安
定
を
め
ざ
す
も
の
」
と
説
明
し

て
い
ま
す
。
と
は
い
う
も
の
の
、
こ
の
補

助
金
は
あ
く
ま
で
も
「
開
所
時
間
を
ベ
ー

ス
に
考
え
る
」
も
の
で
あ
る
た
め
、「
平

日
一
日
八
時
間
、
保
育
準
備
の
時
間
も
含

め
て
勤
務
し
て
い
る
指
導
員
」
で
あ
っ
て

も
、
開
所
時
間
中
に
従
事
し
た
時
間
数
の

合
計
に
よ
っ
て
は
対
象
に
な
ら
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。　

協
議
会
だ
よ
り

保
育
連
絡
協
議
会
関
係
者
も
企
画
・
準
備
・

運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

本
誌
二
〇
二
五
年
二
月
号
で
は
、
二
日

間
の
模
様
を
特
集
し
ま
す
。

創
設
さ
れ
た
補
助
基
準
額
の

課
題
解
決
に
向
け
て

　

国
の
二
〇
二
四
年
度
予
算
で
は
「
現
行

の
補
助
基
準
額
」 

に
加
え
、「
常
勤
の
有

資
格
者
を
二
名
以
上
配
置
し
た
場
合
」
の

補
助
基
準
額
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
（
本
誌

二
〇
二
四
年
一
二
月
号「
協
議
会
だ
よ
り
」

参
照
）。

　

二
〇
一
五
年
に
創
設
さ
れ
た
「
放
課
後

児
童
支
援
員
」
の
資
格
は
、
保
育
士
、
教

諭
な
ど
、
す
で
に
取
得
し
て
い
る
基
礎
資

格
等
を
土
台
に
一
六
科
目
二
四
時
間
の

「
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格
研
修
」

を
通
じ
て
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

の
専
門
領
域
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
で
付

与
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
の
発
達
過
程
に
つ
い
て
の
理
解

や
、
子
ど
も
と
関
わ
る
際
に
不
可
欠
な
倫

理
観
な
ど
を
も
と
に
し
て
、
学
童
保
育
に
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実
際
に
、
指
導
員
と
保
護
者
が
長
い
時

間
を
か
け
て
指
導
員
の
仕
事
の
中
身
を
た

し
か
め
、
行
政
・
議
会
の
理
解
も
得
な
が

ら
、
指
導
員
の
勤
務
時
間
を
設
定
し
て
き

た
地
域
ほ
ど
、
こ
の
補
助
金
が
使
い
づ
ら

い
と
い
う
事
態
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
全

国
連
協
は
、「
こ
れ
で
は
保
育
の
質
の
格

差
が
広
が
る
ば
か
り
だ
」
と
考
え
、
各
地

の
状
況
を
把
握
し
、
国
に
対
し
て
改
善
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
全
国
各
地
の
学
童
保
育

連
絡
協
議
会
を
通
じ
て
情
報
収
集
を
行

い
、「
予
算
化
に
あ
た
っ
て
、
担
当
課
の

意
向
・
判
断
、
担
当
課
か
ら
の
説
明
に

つ
い
て
」「
現
場
・
連
絡
協
議
会
の
要
望
」

な
ど
、
現
場
の
実
態
を
も
と
に
、
課
題
解

決
の
手
立
て
を
共
に
考
え
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

「
子
ど
も
の
権
利
条
約 

市
民
・

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会
」
の
会
議
に
参

加
し
ま
し
た

　

日
本
政
府
は
一
九
九
四
年
に
「
子
ど
も

の
権
利
条
約
」
を
批
准
し
、
実
施
す
る
義

務
を
負
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
五
年
ご

と
に
「
国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
」
に

実
態
と
課
題
を
報
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま

す
。「
国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
」
は

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に「
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
レ
ポ
ー
ト
」

を
求
め
、
そ
れ
を
も
と
に
、
政
府
の
報
告

書
を
審
査
し
た
う
え
で
、国
連
か
ら
の
「
最

終
所
見
（
勧
告
）」
が
公
表
さ
れ
ま
す
。

　

二
〇
二
三
年
三
月
、「
国
連
子
ど
も
の

権
利
委
員
会
」
に
日
本
の
実
態
、
子
ど
も

や
関
係
者
の
「
声
」
を
届
け
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
「
子
ど
も
の
権
利
条
約 

市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会
」か
ら
、全
国
連
協
に
、

次
期
統
一
報
告
書
づ
く
り
に
向
け
た
専
門

委
員
会
（
保
育
・
学
童
保
育
部
会
）
へ
の

参
加
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
〇
二
四
年
一
一
月
九
日
、
専
門
委
員
会

総
会
共
同
代
表
者
合
同
会
議
（
議
長
・
増

山 

均
先
生
〔
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
〕 
）

が
開
催
さ
れ
、
全
国
連
協
も
参
加
し
ま
し

た
。

　

会
議
で
は
ま
ず
、
事
務
局
長
・
児
玉
洋

介
さ
ん
よ
り
、
第
六
・
七
回
目
の
統
一
報

告
書
と
国
連
勧
告
の
サ
イ
ク
ル
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
、
報
告
書
の
作
業
手
順
の
大

幅
変
更
が
あ
る
こ
と
を
含
め
、「
次
期
『
政

府
報
告
書
』
期
限
（
二
〇
二
四
年
一
一
月

二
一
日
）
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
」「
新
た

な
簡
易
報
告
手
順
が
二
〇
二
四
年
一
月
か

ら
標
準
手
続
き
に
な
り
、
国
連
子
ど
も
の

権
利
委
員
会
が
政
府
に
提
示
す
る
『
報
告

前
問
題
リ
ス
ト
』
へ
の
情
報
提
供
が
『
統

一
報
告
書
』
の
最
初
の
役
割
と
な
る
こ
と

（『
政
府
報
告
書
』
へ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
レ

ポ
ー
ト
は
そ
の
後
）」「
国
連
人
権
理
事
会

の
資
金
流
動
性
危
機
と
報
告
書
審
査
作
業

の
滞
留
な
ど
も
あ
り
、
日
本
政
府
へ
の
新

し
い
日
程
は
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、「
子
ど
も
の
権

利
条
約 

市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
会
」
で
は
、

二
〇
二
六
年
後
半
期
に
、「
国
連
子
ど
も

の
権
利
委
員
会
」
の
報
告
前
問
題
リ
ス
ト

作
成
に
貢
献
で
き
る
情
報
と
な
る
よ
う
、

「
市
民
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
統
一
報
告
書
」
を
完
成

さ
せ
る
こ
と
を
当
面
の
目
標
と
し
て
作
業

を
進
め
る
（
変
更
す
る
場
合
も
あ
る
）
と

の
こ
と
で
す
。

　

つ
づ
い
て
、各
部
会
な
ど
か
ら
の
報
告
・

交
流
が
あ
り
、「
健
康
部
会
」
は
鹿
野
晶

子
先
生
（
日
本
体
育
大
学
） 

、「
子
ど
も

の
生
活
部
会
」
は
大
屋
寿
朗
さ
ん
（
特
定

非
営
利
活
動
法
人
子
ど
も
と
文
化
のNPO 

Art.31

代
表
） 

、「
障
害
の
あ
る
子
ど
も

部
会
」
は
小
泉
広
子
先
生
（
桜
美
林
大
学
） 

、「
気
候
変
動
・
環
境
部
会
」
は
丸
山
啓

史
先
生
（
京
都
教
育
大
学
） 

、「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
と
性
部
会
」
は
杉
田
真
衣
先
生
（
東

京
都
立
大
学
） 

、「
い
じ
め
・
不
登
校
・

体
罰
・
自
殺
部
会
」
は
馬
場
久
志
先
生
（
日

本
薬
科
大
学
特
任
教
授
・
埼
玉
大
学
名
誉

教
授
） 

か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
連
協
で
は
、「
保
育
・
学
童
保
育

部
会
」
も
含
め
、
各
部
会
へ
も
学
童
保
育

現
場
の
実
態
、
子
ど
も
た
ち
の
様
子
、
指

導
員
の
関
わ
り
を
情
報
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
が
日
本
で
批

准
さ
れ
て
か
ら
三
〇
年
。「
子
ど
も
の
声

を
聴
く
」
こ
と
の
大
切
さ
を
た
し
か
め
あ

い
、
学
童
保
育
の
発
展
を
世
論
と
し
、「
子

ど
も
の
権
利
条
約
」
を
実
効
性
の
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
に
、
子
ど
も
の
幸
せ
を
願

う
人
々
と
の
広
範
な
諸
運
動
と
の
連
帯
を

図
り
ま
す
。


